
 ２月21日、市議会交通政策調査対策特別委員会が行われ、北陸新幹線の利

用状況調査の結果や、鉄道各社のダイヤ改正などの状況が報告されました。 

 ＪＲなど鉄道各社は３月17日に春のダイヤ改正を計画していますが、それ

によると、北陸新幹線では長野駅で｢かがやき｣に乗り継ぐことのできる朝の

臨時列車のうち、上越妙高7:38始発の｢はくたか598号｣の運転が取りやめに

なります。(上越妙高6:36発｢はくたか596号｣は存続) 

 市の調査では、朝の２本の臨時列車は左図のように一定数の乗客が利用し

ており、影響は避けられません。

特に頸北方面からは、｢はくたか

596号｣への乗り継ぎ列車がありま

せん。 

 また、昨年７月に市が行った上

越妙高駅の利用状況調査による

と、通常期の一日の乗降客数は平

均約3,500人と、一昨年の調査(平

均約3,800人)をやや下回っていま

す。同じ条件での調査ではないの

で、単純な比較はできませんが、

明るい見通しとはいえません。 
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 ３月定例市議会は１日に開会します。初日

は、市長らによる議案の説明に続いて、各会派

からの総括質疑が行われます。日本共産党議員

団からは、平良木議員が、以下の要旨で質疑を

行うことになっています。 

(注：このニュースの配信日は２月28日です) 

１. 市長の所信表明について 

  行政改革の取組について、「第三セクター

に対する市の関与方針を策定」するとしてい

るが、どのような視点、どのような目的で策

定する考えか。 

２. 来年度一般会計予算について 

(1) 農林水産業費の計上に当たっては、農業経

営の高度化や農地集積と集約化などに取り組

むとしている一方で、｢上越市食料・農業・

農村基本条例｣では｢環境にやさしい循環型農

業の確立｣｢地域内自給を基本とした安全な食

料の供給｣｢多様な農業の担い手の育成及び確

保｣などの視点を掲げている。予算ではこれ

ら視点をどのように生かしたのか。 

(2) 住宅リフォーム促進事業について 

ア 経済効果が大きいことはこれまでも実証さ

れている上、例年ほぼ満額の申込みがある中

で、前年度並みの予算を計上しなかったのは

なぜか。 

イ 今年度まで活用していた国の

社会資本整備総合交付金を

使わないとしているが、条

件の適用の工夫で活用でき

る要素があるのではない

か。 

(3) 体育施設整備事業では、(仮称)上越市体操

アリーナの本体工事等に着手するとしている

が、その前に市民意見を十分に聞いたのか。 

３. 介護保険特別会計予算について 

(1) 認知症総合支援事業で、上越市版オレンジ

プランを策定するとしているが、何を目的に

どのようなことを行う計画なのか。また、そ

の効果の検証はどのように行うのか。 

４. ガス・水道事業会計予算について 

(1) 昨年8月に発生した市役所木田第2庁舎の火

災を受けて策定した「庁舎再編の基本方針」

に基づき、上越市ガス事業会計及び上越市水

道事業会計においてガス水道局新庁舎建設の

ための予算が計上されているが、移転するに

至った経緯を聞きたい。 

５. 中小企業・小規模企業振興基本条例の制定

について 

(1) 当事者たる中小企業･小規模企業関係者の

意見や思い、要望をどう把握したのか。 

(2) 中小企業･小規模企業の具体的ニーズに対

応する仕組はどうなっているのか。また、市

内企業の実態把握に関する規定が優先的に表

現されていないのはなぜか。 

６. 専決処分した事件(今年度一般会計予算の

補正)の承認について 

(1) 除雪費の補正に当たっては、なぜ専決処分

により対応したのか。 

(2) 今冬は補正が必要なほどの豪雪で交通障害

などが発生したが、市民生活に深刻な影響を

回避するのに十分な対応がとられたのか。 

（答弁の内容は次号でお知らせします） 

3,541 平均 


